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1.背 景

各種電子機器 の電気的制御部分は、プ ロセ ッサ とその上で動作す るソフ トウエア、特徴的な機能

を実現する専用ハー ドウエアで構成 され、現在、企業 ごとに個別 に多大な手間をかけて開発 され

ている。

2.目 的

電子機器の共通す る電気的制御部分をプラッ トフォームとして共通的に開発 し、付加機能 を追加

するだけで商品の差別化 を可能 とす る環境を構築す る。

これ により、大規模 な設計チームを持たない中小企業でも、高性能な電子機器 を短期間に

開発できる。 さらに、特長機能 を実現す る専用ハー ドウエアを用途 ごとに開発することに

より、高価 なプ ロセ ッサを用いずに、高機能 ・低消費電力化 を実現出来 る。

3.研 究組織

近畿大学モノ作 り専攻 をべ一スに、(株)三 栄ハイテ ックスとシステム設計工学研究室が連

携 して開発を行 う。

4.研 究方法

C言 語 か らハ ー ドウエ ア を 自動 生成 す る技 術(BACH)と ソフ ト ・ハー ド協調検証 装置

(RIVERA-IPT)を 用いて、アル ゴ リズムを実現す るソフ トウエアについて、多大な計算 を

要する機能 をハー ドウエア化 し、安価 なプ ロセ ッサ と専用回路で所望の機能 を実現す る。

以下に音声認識機能の例 を図示す る。
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ソフ ト ・ハー ド協 調検 証装 置(RIVERA-IPT)

5.研 究成果

・リー ドソロモン符号処理のハー ドウエアによる高速化

以下の表に示す ように、回路規模 を約60%削 減 し、約16倍 の処理ス ピー ドを実現 した。
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回路規模(ゲ ー ト

数)

処理 速度(μ

s)

最適化前 16,640 575,750

最適化後 10,313 36,400

・音声認識機能

従来 ソフ トウエアが1GHz以 上のプロセ ッサを必要 としたのに対 し、約40%の 性能向上

を達成 し、今回開発 したシステムは6001皿zの プ ロセ ッサ と専用ハー ドウエアで動作可能 と

した。

6.今 後の展 開

リー ドソロモ ン符号処理用回路を リコンフィギャラブル プロセ ッサに搭載 し、 さらに効率

化 を図る。

さらに、 ソフ トウエアをプ ロセ ッサに搭載 し、専用回路 をFPGAに 搭載 し、音声認識、粒子

追跡な ど実際に試用可能 なシステムを構築す る。
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